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第
３７
回
中
国
料
理
教
室 

終
始
な
ご
や
か
に
点
心
づ
く
り 

１１
月
６
日
、
第
３７
回
の
中
国
料

理
教
室
を
岡
輝
公
民
館
で
開
き
ま

し
た
。 

今
回
は
内
モ
ン
ゴ
ル
出
身
の
馬
小

菲
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
開

催
、
１６
人
の
参
加
で
し
た
。 

料
理
は
お
な
じ
み
の
点
心
の
中
か

ら
５
品
を
作
り
ま
し
た
。 

点
心
は
主
菜
と
中
華
ス
ー
プ
以

外
の
料
理
を
さ
し
て
い
ま
す
が
、
中

国
で
い
う
点
心
は
間
食
や
お
菓
子
、

軽
食
類
も
「
点
心
」
と
い
う
の
で
、
私

た
ち
が
思
っ
て
い
る
以
上
に
多
種
多

様
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
中
か
ら

日
本
人
に
人
気
の
高
い
、
小
籠
包
、

蒸
餃
子
、
焼
売
、
そ
し
て
バ
ナ
ナ
と

小
豆
餡
を
包
ん
だ
春
巻
、
そ
れ
に
中

華
風
ナ
ル
ト
で
す
。
中
華
風
ナ
ル
ト

は
豚
の
ミ
ン
チ
に
ニ
ン
ニ
ク
の
み
じ
ん

切
り
を
た
っ
ぷ
り
加
え
た
餡
を
薄
焼

き
卵
で
巻
い
て
油
で
揚
げ
ま
す
。
そ

れ
か
ら
、
春
巻
き
以
外
は
小
麦
粉
で

皮
か
ら
つ
く
る
の
で
、
麺
棒
の
使
い

方
や
小
籠
包
の
餡
を
詰
め
て
閉
じ

る
と
き
な
ど
「
な
ん
で
馬
先
生
の
よ

う
に
、
き
れ
い
に
出
来
な
い
の
」
と
四

苦
八
苦
し
な
が
ら
も
、
熱
々
を
食
べ

る
と
き
は
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で

す
。
そ
し
て
こ
の
日
は
中
国
帰
国
者

の
山
根
さ
ん
や
馬
さ
ん
の
京
都
の
彼

も
参
加
し
、
終
始
な
ご
や
か
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

貝
吹
佳
代
子 

１０
月

２５
日
、
岡
山
合
同
法
律

事
務
所
で
、
中
国
帰
国
者
の
尊
厳

を
回
復
す
る
岡
山
の
会
は
、
第
一
回

役
員
会
を
開
い
た
。
参
加
者
は
、
帰

国
者
二
人
（
高
杉
・
平
本
）、
弁
護
士

三
人
（
奥
津
・
秋
山
・
則
武
）
、
日
中

関
係
三
人
（
竹
内
・
小
林
・
井
上
）
と

通
訳
（馬
）の
九
人
で
あ
っ
た
。 

会
は
、
６
月
１８
日
の
結
成
か
ら
、

７
月
１
日
の
「
会
へ
の
参
加
の
お
ね
が

い
文
」
の
作
成
・
送
付
に
つ
い
て
報
告

し
た
。
ま
た
、
７
月
１１
日
の
細
川
厚

生
労
働
大
臣
と
の
面
談
に
つ
い
て
、

東
京
の
「
第
四
回
中
国
帰
国
者
市

民
連
絡
会
議
報
告
」
を
も
と
に
説

明
し
た
。
（
二
〇
一
一
年
の
「
配
偶

財
政
活
動
と
し
て
は
、
日
中
の
カ

レ
ン
ダ
ー
を
五
〇
部
販
売
す
る
。 

ま
た
、
バ
ザ
ー
な
ど
に
取
り
組

む
。
特
に
バ
ザ
ー
は
、
財
政
活
動
だ

け
で
な
く
、
「
会
」
の
存
在
を
知
っ
て

も
ら
い
、
新
・
新
支
援
策
の
必
要
性

を
訴
え
る
場
と
も
な
る
。
具
体
的
な

日
程
に
つ
い
て
は
、
次
の
役
員
会
で

決
め
る
。 

県
内
の
自
治
体
や
国
へ
の
要
請
行

動
は
、
中
央
の
政
治
情
勢
を
見
な
が

ら
決
め
て
い
く
。 

最
後
に
高
杉
さ
ん
か
ら
、
次
の
よ

う
な
発
言
が
あ
っ
た
。
「
孤
児
た
ち

は
、
み
ん
な
高
齢
に
な
り
、
『
会
』
の

必
要
性
は
理
解
し
て
い
る
が
、
活
動

へ
の
参
加
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
、
こ

の
点
を
よ
く
理
解
し
て
ほ
し
い
。
」。 

 

そ
し
て
、
次
回
、
当
面
の
日
程
な

ど
を
確
認
し
ま
し
た
。 

者
収
入
認
定
問
題
及
び
二
・三
世
の

支
援
策
な
ど
」
の
要
望
書
を
も
と

に
、
弁
護
団
、
原
告
団
及
び
配
偶
者

が
参
加
し
話
し
合
う
。
） 

次
に
会
員
拡
大
、
帰
国
者
の
生

活
相
談
、
財
政
活
動
な
ど
に
つ
い
て

協
議
し
た
。 

会
員
は
、
現
在
の
三
〇
人
を
五

〇
人
に
す
る
。 

倉
敷
在
住
の
弁
護
士
へ
の
加
入
を

呼
び
か
け
る
。 

帰
国
者
の
生
活
相
談
会
は
、
二

〇
一
二
年
の
厚
労
大
臣
面
談
（
六

月
か
七
月
予
定
）
に
反
映
さ
す
た

め
、
四
月
～
五
月
に
、
岡
山
と
倉
敷

の
二
カ
所
開
き
た
い
。 

日
中
友
好
協
会
岡
山
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 
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中
国
帰
国
者
の
尊
厳
を
回
復
す
る
岡
山
の
会 

第
１
回
役
員
会 

小
林
軍
治 

左から 平本、高杉、井上、竹内、馬、則武、奥津、秋山 

医
者
も
た
り
な
い
看
護
士
も 

─

小
坂
さ
ん
パ
ー
ト
⑦
を
読
ん
で─

 

お
医
者
さ
ん
の
過
労
死
が
問
題

に
な
る
ほ
ど
、
医
者
が
不
足
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
。
国
民
の
た
め
に
な
る

医
師
を
ふ
や
せ
ば
い
い
の
に
と
思

う
。
世
界
の
中
で
、
日
本
は
医
師
の

数
が
、
ど
の
く
ら
い
な
の
か
、
調
べ
て

み
よ
う
。 

便
利
な
も
の
が
あ
る
。
『
世
界
の

統
計
』
（
総
務
省
統
計
局
発
行
）
２
０

１
１
年
版
を
、
さ
っ
そ
く
見
る
。
人

口
千
人
あ
た
り
の
数
が
出
て
い
る
。

日
本
は
2.1
人
で
あ
る
。
７８
の
国
の

数
が
出
て
い
る
。
（
ア
ジ
ア
２３
国
、
ア

メ
リ
カ
大
陸
１２
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
２７

国
、
オ
セ
ア
ニ
ア
２
国
）
人
口
千
人
当

た
り
6.4
人
も
い
る
キ
ュ
ー
バ
が
第
一

位
。
５
人
以
上
い
る
国
は
、
ギ
リ
シ

ャ
。
４
人
以
上
い
る
国
は
、
ウ
ル
グ
ア

イ
、
ス
イ
ス
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
ベ
ル
ギ

ー
、
ロ
シ
ア
。
３
人
以
上
い
る
国
は
、

イ
ス
ラ
エ
ル
、
北
朝
鮮
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
イ
タ
リ
ア
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
オ
ラ
ン

ダ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ス
ペ
イ
ン
、
チ
ェ

コ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ド
イ
ツ
、
ノ
ル
ウ
ェ

ー
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
ス
、
ブ
ル

ガ
リ
ア
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
。
２
人
以
上
い

る
国
は
、
ヨ
ル
ダ
ン
、
ア
メ
リ
カ
、
メ
キ

シ
コ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
ス
ロ
ベ

ニ
ア
、
セ
ル
ビ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
、
エ
ジ
プ
ト
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
。
日
本
は
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
下
の
方

に
い
る
。 

世
界
地
図
で
調
べ
て
く
だ
さ
い
。 

日
本
の
医
師
数
は
中
・後
進
国
で
し
ょ

う
か
？ 

 

竹
内
和
夫 

2240 



 

十
月
七
日
、
総
社
教
室
が
利
用

し
て
い
る
常
盤
集
会
所
主
催
の
「
移

動
研
修
」
に
今
年
も
参
加
し
ま
し

た
。 八

月
二
日
に
「
中
国
残
留
日
本

人
孤
児
の
お
話
」(

28
名
参
加)
を
常

盤
集
会
所
講
座
生
対
象
に
日
本
語

教
室
生
徒
二
人
が
講
演
を
し
て
い

ま
し
た
。
顔
見
知
り
も
で
き
て
い
た

せ
い
か
、
声
か
け
、
質
問
、
自
身
の
戦

争
時
経
験
な
ど
話
し
か
け
を
し
て

く
れ
る
方
が
多
く
い
ま
し
た
。 

後
日
、
冨
岡
さ
ん
が
「
見
て
く
だ

さ
い
」
と
パ
ソ
コ
ン
打
ち
の
原
稿
を
教

室
に
持
っ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の

文
章
を
書
く
た
め
に
ど
れ
ほ
ど
中

日
辞
書
を
駆
使
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。
助
詞
な
ど
多
少
添
削
を
し
ま
し

た
が
ご
紹
介
し
ま
す
。 

(

西
森
文
子) 

ミ
カ
エ
ル
君
は
、
「
心
」
と
い
う
言
葉
が
気

に
入
り
、
娘
も
日
本
人
と
フ
ラ
ン
ス
人

の
間
に
生
ま
れ
た
子
供
に
「
心
」
と
か

「
愛
」
と
い
う
字
が
多
い
こ
と
も
あ
り
決

め
た
そ
う
で
す
。 

私
た
ち
も
、
こ
の
心
と
い
う
名
前
が
好

き
で
す
。
私
た
ち
は
、
心
の
名
前
を
呼

ぶ
時
の
声
調
は
、
普
通
に
呼
ぶ
時
は
一

声
、
叱
る
と
き
は
四
声
に
な
り
ま
す
。

ミ
カ
エ
ル
君
の
両
親
（
パ
ピ
ー
・
マ
ミ
ー
）

と
り
わ
け
マ
ミ
ー
は
、
心
を
か
わ
い
が

り
、
甘
く
、
や
さ
し
く
最
後
の
「
ろ
」
が

二
声
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

次
に
生
れ
て
く
る
子
ど
も
に
は
、
ど
ん

な
名
前
を
付
け
る
の
か
楽
し
み
で
す
。 

註
①
監
督
は
宮
崎
駿
の
息
子
、
宮
崎

吾
朗
で
、
二
〇
〇
六
年
七
月
に
公
開

さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
こ
の
曲
の
歌
詞

は
、
萩
原
朔
太
郎
の
詞
「
こ
こ
ろ
」
に
着

想
を
得
て
作
詞
さ
れ
た
そ
う
で
す
。 

第４３回全国きりえコンクール・ポストカード 

秀作きりえ集 
 日本中国友好協会が毎年開催している全国き

りえコンクール。第４３回の優秀作１２作品がポス

トカード（絵葉書）になりました。 

☆定価 1,000円（カラー・１２枚） 

日中友好協会岡山支部  ☎ 086-272-3010 
 

中国語講座 懇親会に参加して 

受講生 小澤秀敏   

懇親会で学んだ事 

 以下は、竹内・小林両先生のお話から、自分

なりに考えた、上級者の学習姿勢です。 

 １．学習対象への興味の持続と、明確な動機・  

目標の設定 

 ２．特定教材による計画的な学習の完徹 

 ３．積極的な学習機会の設定 

  ４．長期的・日常的な学習の継続 

 

   自分など、努力不足を棚に上げ、教材をや   

たらに変えたり、無目的に勉強しているの 

で、当たり前ですが、大家の先生方は凡人 

とは違うと、改めて思いました。 

 

り
ま
し
た
。
海
の
風
が
と
て
も
涼
し

か
っ
た
で
す
。
い
い
気
持
で
し
た
。 

十
二
時
二
十
分
く
ら
い
に
頭
島
へ
到

着
し
ま
し
た
。
皆
な
で
歩
い
て
「
よ
し

の
や
」
と
い
う
民
宿
旅
館
に
行
き
ま

し
た
。
そ
の
旅
館
で
昼
ご
飯
を
食
べ

ま
し
た
。
私
は
そ
の
料
理
が
と
て
も

美
味
し
か
っ
た
で
す
。 

帰
る
途
中
「
一
本
松
」
と
い
う
「
道

の
駅
」へ寄
り
ま
し
た
。 

五
時
に
常
盤
集
会
所
前
で
皆
さ
ん

と
別
れ
自
分
の
家
に
帰
り
ま
し
た
。

一
日
楽
し
か
っ
た
で
す
。 

常
盤
集
会
所
の
職
員
と
参
加
の
皆

さ
ん
と
西
森
先
生
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

 

受
講
生
‥
冨
岡
義
晴 

 

十
月
七
日
に
、
常
盤
集
会
所
利
用

の
皆
さ
ん
と
日
本
語
教
室
の
西
森

先
生
と
日
本
語
教
室
生
徒
が
、
一

緒
に
移
動
研
修
で
備
前
市
日
生
町
へ

行
き
ま
し
た
。 

 
定
刻
の
八
時
半
に
バ
ス
が
出
発
し

ま
し
た
。
以
前
、
家
内
は
、
車
に
乗

る
と
酔
い
や
す
い
の
で
、
常
盤
集
会

所
の
職
員
が
家
内
を
一
番
前
に
座

ら
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
バ
ス
の
中
は

と
て
も
賑
や
か
で
し
た
。 

 

十
時
く
ら
い
に
日
生
町
に
到
着
し

ま
し
た
。
町
の
看
板
に
は
「
太
陽
と

海
と
緑
の
道
」
と
書
い
て
あ
り
ま
し

た
。 

 

ま
ず
、
加
子
浦
歴
史
文
化
館
を
見

ま
し
た
。
日
生
は
、
寒
河
・
日
生
諸

総
社
日
本
語
教
室 

～
移
動
研
修(

日
生)

に
参
加
し
て
～ 

 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

１１
月
２１
日
（月
）午
後
１
時
半
～ 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で

す
。 

  

小林 

竹内和 

竹内袈 

谷口 

坪井 

三垣 

心
は
、
２
０
０
７
年
３
月
上
旬
に

予
定
よ
り
１
ヵ
月
早
く
生
ま
れ
ま
し

た
。
そ
の
た
め
二
・
三
日
保
育
器
に

入
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
成
長
が

気
に
な
り
ま
し
た
。
１
才
半
く
ら
い

ま
で
は
、
歩
き
は
じ
め
た
り
す
る
動

作
や
話
す
こ
と
ば
の
数
な
ど
ほ
か
の

子
に
比
べ
て
成
長
は
、
ゆ
っ
く
り
し
て

い
た
よ
う
で
す
。
心
が
２
歳
半
の
２

年
前
に
フ
ラ
ン
ス
に
行
き
ま
し
た
。  

娘
に
そ
の
後
の
成
長
ぶ
り
に
つ
い

て
き
き
ま
し
た
。
保
育
園
で
は
み
ん

な
と
仲
良
く
遊
び
、
医
者
の
検
診
で

も
ど
こ
に
も
問
題
な
く
順
調
に
大

き
く
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
、
安
心

し
ま
し
た
。
４
歳
半
に
な
っ
た
今
回

は
、
心
の
成
長
（
や
ん
ち
ゃ
）
ぶ
り
に

驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
家
の
中
で
は
、

ギ
タ
ー
を
抱
え
歌
っ
た
り
、
幼
稚
園

で
覚
え
た
て
の
踊
り
を
踊
っ
た
り
、

寝
て
い
る
時
間
以
外
は
「
じ
っ
と
」
し

て
い
ま
せ
ん
。 

外
の
公
園
で
は
、
自
転
車
に
乗
っ

て
勢
い
よ
く
こ
ぐ
う
し
ろ
姿
は
、
男

の
子
の
よ
う
で
す
。
か
け
っ
こ
を
し
て

も
、
心
に
追
い
つ
く
の
は
大
変
で
、
ジ

ジ
・
バ
バ
は
息
切
れ
す
る
ほ
ど
元
気
い

っ
ぱ
い
で
す
。
身
長
、
体
重
も
同
年

代
の
子
の
平
均
く
ら
い
に
な
り
、
話

す
言
葉
（
フ
ラ
ン
ス
語
・
日
本
語
）
も

多
く
な
り
ま
し
た
。
４０
日
間
も
相

手
を
し
て
少
々
疲
れ
ま
し
た
。 

名
前
の
由
来 

娘
に
ど
う
し
て
「
心
」
と
い
う
名

前
を
付
け
た
か
聞
き
ま
し
た
。
生
ま

れ
て
く
る
子
の
名
前
を
考
え
て
い
る

頃
に
、
婿
の
ミ
カ
エ
ル
君
が
聴
い
て
い

た
日
本
の
ア
ニ
メ
（
ゲ
ド
戦
記
・
註

①
）
の
挿
入
歌
「
テ
ル
―
の
唄
」
の
歌

詞
が
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

「
心
を
何
に
た
と
え
よ
う 

鷹
の
よ

う
な
こ
の
心 

心
を
何
に
た
と
え
よ

う 

空
を
舞
う
よ
う
な
悲
し
さ
を
」

こ
う
し
た
歌
詞
が
三
ヵ
所
あ
り
「
心
」

と
い
う
言
葉
が
九
回
出
て
き
ま
す
。

ミ
カ
エ
ル
君
は
、
何
回
も
出
て
く
る

「
心
」
と
い
う
言
葉
に
引
き
つ
け
ら

れ
、
娘
に
き
き
ま
し
た
。
娘
は
、
フ
ラ

ン
ス
語
の
「Cœ

u
r

（
ク
ゥ
ー
ル
）
」で
あ

る
と
答
え
ま
し
た
。 

島
等
集
落
か
ら
な
っ
て
い

ま
す
。
日
生
の
島
々
に
は

二
万
数
千
年
前
か
ら

人
々
が
住
ん
で
い
ま
し

た
。
新
石
器
時
代
に
人
も

住
ん
で
い
ま
し
た
。
製
塩

や
漁
業
で
栄
え
た
と
こ
ろ

で
す
。 

日
生
に
は
、
昔
か
ら
有

名
な
文
人
や
作
曲
家
、

画
家
が
多
く
い
ま
し
た
。 

あ
と
、
五
味
の
市
、
魚
市

場
へ
行
き
ま
し
た
。
家
内

は
蟹
を
買
い
ま
し
た
。
他

の
人
は
、
自
分
で
自
分
の

好
き
な
も
の
を
買
っ
て
い

ま
し
た
。 

昼
前
に
定
期
船
に
乗

小小小
林林林
軍軍軍
治治治
ののの   

フフフ
ラララ
ンンン
ススス
（（（
法法法
国国国
）））
滞滞滞
在在在
記記記   

⑤⑤⑤            
 

心
（CO

C
O

L
O

）の
誕
生
と
成
長 


